















































































































































































































































































































































































K. M さく K. M え
きょうあさおきるとようぐるとのおうちに
なっていました。ぷりんのはずがようぐるとに
なっていましt:.c
おかあさんのかおもようぐるとになっていまし
た。がっこうもようぐるとになっていました3
あさきゅうけいにようせいごっこをしようか
とおもっていたら， ぷれいらんどもようぐるとに
なっていましt:.cようぐるとだからびょんびょん
ととびはねることができました。とてもおもし
ろいのでみんなもよんできました。もちろんあ
きなせんせいもです。やがてあさきゅうけいが
おわりました。じゅぎょうちゅうようぐるとを
たべたりようぐるとをかきまぜたりしました)
2じかんめのじゅぎょうがおわりましにわた
しはそとにあそびにいきましtc.,するとプレイ
ランドがみえません。なんとようぐるとでみえ
なくなっていたのです。ようぐるとのとんねるを
くぐると，いえについていました。わたしはし
ゅくだいをせずにねましt:.c
上の文章は，『くじらぐも』の学習を終えてから，一
人の女の子が書いてきた作品である。『くじらぐも』の
物語と自分の好きなヨーグルトから着想を得て，その
子の思い描くファンタジーの世界が伝わってくる。
今回の実践では，ぼく ・わたしの『くじらぐも』づ
くりという言語活動は， 一年生の子どもが意欲的に作
品を読み，物語の世界に入り込んで楽しむのに有効な
手立てであった。しかし，言語活動は，あくまで手立
てであって， 目的であってはならないと感じた。いく
ら言語活動が単元を貫いていても，教材研究が不足し
ていると活動はあるが学びが薄い学習に陥ってしまう。
子どもたちの「00したい」に寄り添いながら，教
材のもつ力を生かせる学習展開にして課題意識を高め，
主体的に読む姿について考察してきに今後は，思考
カ，判断力，表現力が身についたかをみとる手立てに
ついて， さらに研究を進めたい。
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